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慶應義塾体育会ハンドボール部 

 

慶應義塾体育会ハンドボール部では、ソーシャルメディアを活用して新入生や高校生、その他支援者に向けて積極的

に情報を発信していくため、公式アカウントにおけるソーシャルメディアポリシーを策定しました。公式アカウントに

おいては、下記のソーシャルメディアポリシーを遵守する事とします。 

 

＜ソーシャルメディアポリシー策定の背景と目的＞ 

様々なプラットフォーム上で、各種のステークホルダーに対して情報発信を行うことは、慶應義塾体育会ハンドボ

ール部の、活動内容及び活動成果など、各種の情報受発信に対しての貢献をもたらします。 

一方で一度インターネット上に情報発信してしまうと、事後にその情報をインターネット上から完全に削除する事

は不可能です。そのため情報発信にあたっては、法令や、弊部が定めた規定の遵守を発信者に課し、発信された情報

には責任を持つこととします。 

 

 

＜慶應義塾体育会ハンドボール部公式アカウントにおけるソーシャルメディアポリシー＞ 

 

１．法令などに違反するものは公開しない。 

 

２．守秘義務に該当する情報を発信しない。また、プライバシーを保護できる内容の情報を発信するも

のとする。 

 

３．ソーシャルメディアにおける情報発信には、投稿者が必ず責任をもち、誤解を与える可能性のある

情報の発信には細心の注意を払う。 

 

４．ネットワーク上に一度公開した情報は、完全に削除できないことを前提として理解し、慎重に情報

を公開する。 

 

５．ソーシャルメディア上に情報を公開する際は必ず複数名で確認を取り、他人の名誉、利益等に損害

を与えることや、不適切な情報を公開することのないよう厳重なチェックを行う。 

 

 

 

 



＜情報受信者（閲覧者）のみなさまへご案内＞ 

１．リーグ戦等に関する正式な発表や公式見解に関しては関東学生ハンドボール連盟公式ホームページ

（https://www.asahi-net.or.jp/~zb3m-knk/）をご覧下さい。 

２．アカウントによって運用方法などは異なります。各々のアカウントの運用については、公式アカウント一覧をご参

照ください。 

３．慶應義塾体育会ハンドボール部は各ソーシャルメディア公式アカウントを専ら情報発信のために活用しております。

各ソーシャルメディア上でのメンションやダイレクトメッセージ、またコメント等にて投稿されても、慶應義塾体育会

ハンドボール部が正式に受理したことにはなりませんので予めご了承ください。 

４．慶應義塾体育会ハンドボール部の投稿は、利用が認められる場合でも、著作者の意思に反した変更、消去はできま

せん。投稿を要約して利用することも、原則として著作権者である慶應義塾体育会ハンドボール部の許諾が必要です。 

５．当 SNS サイトを御利用いただく際には、下記事項に関するコメントは御遠慮ください。投稿内容に関係のないコ

メントや、下記事項に該当すると判断したコメントは、コメントの投稿者に断りなく、全部または一部を非表示、削除、

拒否する場合があります。 

・法令等に違反するもの 

・公序良俗に反するもの 

・犯罪行為を助長するもの 

・特定の個人、企業、団体等を誹謗中傷し、または名誉、権利もしくは信用を傷つけるもの 

・本人の承諾なく個人情報を開示·漏洩する等のプライバシーを侵害するもの 

・営業活動,政治的活動,宗教的活動,その他営利を目的としたもの 

・記載された内容が虚偽または著しく事実と異なるもの 

・公式アカウントの運用を妨害する執拗な投稿を繰り返すもの(スパム行為等) 

・その他,慶應義塾体育会ハンドボール部が不適切と判断したもの 

 

＜ソーシャルメディアポリシーに関するお問い合わせ＞ 

慶應義塾体育会ハンドボール部のソーシャルメディア利用に関するお問い合わせ、また発信情報に対するお問い合わせ

につきましては、慶應義塾体育会ハンドボール部 MAIL：mitahandballclub.pr@gmail.com 

 

＜免責事項＞ 

1. 慶應義塾体育会ハンドボール部は、公式アカウント以外のユーザー（以下「ユーザー」）によって転載・加工、または

公式アカウント上にて返信・投稿された情報コンテンツについて、一切の責任を負いません。 

2. 慶應義塾体育会ハンドボール部は、ユーザー間、もしくはユーザーと第三者間のトラブルによってユーザーまたは第

三者に生じたいかなる損害について、一切の責任を負いません。 

3. 慶應義塾体育会ハンドボール部は当ポリシーを見直し、予告なく変更する場合があります。 

 


